
 

様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その１） 

 

警 察 署 協 議 会 会 議 録 

折尾警察署協議会 

 
開催年月日時 

 令和５年９月２８日 午後４時００分 から 

 令和５年９月２８日 午後５時３０分 まで 

 

  

 開 催 場 所          折尾警察署 ４階武道場  

 

出 席 者        

警察署協議会 会長以下１２名 

 

  

 

警 察 署        

署長、副署長、会計管理官、生活安全管理官、

地域管理官、刑事管理官、交通管理官、 

総務第二課長、地域第一課長、地域第三課長、

警備課長 
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【開会】 

【会長挨拶（要旨）】 

署長をはじめとする警察署の方々には、日々、管内の安心安全のため尽力

いただき感謝申し上げる。 

警察署協議会は、民意の警察現状に対する諮問機関となるが、忌憚のない 

質問・意見を挙げていただきたいと考えている。よろしくお願いする。 

   

【署長挨拶（要旨）】 

本会議では、令和５年上半期の情勢と、警察業務の中でも重要な巡回連絡 

について、説明と実演をさせていただく。 

巡回連絡は、交番の警察官が、担当する区域の家庭や事業所などを訪問し、

警察の目的である犯罪の予防や事故の防止、それに関する事柄や情報等をお

届けする、また、訪問した先で意見や要望をお聞きすることによって、良好 

な関係を作っていく、そして管内の実態を把握していくという、警察の中で

も大変重要な活動となる。 

 本日は、巡回連絡を実際に体験していただくことになっており、是非忌憚のな 

い御意見をよろしくお願いする。 
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【報告事項等】 

１ 令和５年上半期における刑法犯認知件数（生活安全管理官） 

  ⑴ 刑法犯認知件数の推移 

  ⑵ 管内の刑法犯認知件数の内訳 

  ⑶ 市区町別発生件数 

  ⑷ 校区別発生件数 

  ⑸ ニセ電話詐欺被害の推移（上半期・暫定値） 

  ⑹ ニセ電話詐欺の類型別認知件数 

２ 令和５年上半期における交通事故発生件数（交通管理官） 

  ⑴ 県内・管内上半期の交通事故発生状況 

  ⑵ 交番別人身交通事故発生状況 

  ⑶ 管内時間帯別人身交通事故発生状況 

  ⑷ 管内多発路線・時間別人身交通事故発生状況 

  ⑸ 車両対歩行車による人身交通事故発生状況 

  ⑹ 交番別自転車関連事故発生状況 

  ⑺ 折尾警察署主要幹線取締指針 

 

【報告事項に対する質疑、回答】 

 〇 委員から、「窃盗事件の年齢別の発生件数を教えていただきたい。」との質

疑があり、生活安全管理官から、「高齢者・少年とも正確な発生件数につい

ては、統計を確認し回答する。高齢者・少年共に発生が多いと思われる。」

旨の回答があった。 

 〇 委員から「ニセ電話詐欺の被害に遭った方にはどういった傾向があるの

か。」との質疑があり、生活安全管理官から「自分は被害に遭わないと思っ

ている方や、情報を把握していない高齢者が多く被害に遭っている傾向にあ

る。」旨の回答があった。 

 〇 委員から、「車のライト点灯について規制はないのか」との質疑があり、

交通管理官から、「点灯時間については、規制は設けられていないが、早め
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のライト点灯とハイビームの活用を推奨している。車両の前照灯は、ハイビ

ームが基本であり、ロービームはすれ違い時の前照灯という位置付けであ

る。市街地等は通行車両が多いことからロービームが基本となるが、日本車

は、すれ違い時に見えやすいように右側のロービームの焦点が低くなってい

る。よって、夜間は、運転者から見て右から左へ進行する歩行者には圧倒的

に気づきにくいという統計が出ている。車両から早く発見でき、歩行者は早

く気付かせる必要性があることから、警察は、『車両はハイビームの活用、

歩行者は明るい服装と反射材の活用』を広報啓発している。」との回答があ

った。 

〇 委員から、「自転車事故の発生状況や、ヘルメットの着用状況について教

えていただきたい。」との質疑があり、交通管理官から、「折尾署管内で自

転車に関する重大事故は発生していない。福岡県内での年齢別ヘルメット着

用率が調査されたが、小学生以下が４１．２％、中学生が６２％、高校生が

３．５％ 成人が７．５％、高齢者が９％という統計が出ており、中学生は、

ヘルメット着用が学校の規則で義務付けされており、高い着用率となってい

るが、高校生は髪型等を気にしているのか着用率が低い状況である。今後、

管内の高校に御協力をいただき、着用を推進していきたいと考えている。」

との回答があった。 

【事前に聴取した意見要望に対する回答】 

 ○ 委員からの「速度取締りを積極的に行い、法令遵守の啓発と事故抑止に努

めて欲しい。」との意見があり、交通管理官から「速度取締りについては、

事故多発地点や、大幅な速度超過車両が見受けられる地点を優先して実施し

ている。限られた人員、機材で行われていることに御理解と御協力をよろし

くお願いする。」旨の回答があった。また、委員から、「目視で制限速度を

越えていると思われる車両を目撃した場合は情報提供として通報しても構

わないのか」との意見があり、交通管理官から、「通報していただき、対象

車両を発見した際は、適切に措置を行っていく。」旨の回答があった。 
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○ 委員から、「横断歩道表示のペンキ劣化の整備について、補修予定日が分

かれば教えて欲しい。」との要望があり、交通管理官から、北九州市八幡西

区御開の対象箇所については、施工業者から、１０月中に横断歩道の更新が

なされるとの説明を受けている」旨の回答があった。 

 

【地域警察活動紹介】（地域管理官） 

 １ 巡回連絡について 

  ⑴ 地域警察官の任務 

⑵ 地域警察官の心構え 

  ⑶ 巡回連絡の意義 

  ⑷ 巡回連絡の方法 

  ⑸ 巡回連絡のポイント 

  ⑹ 巡回連絡の重要性 

 ２ 委員参加による巡回連絡の実演 

 

【閉会】 

 以上で、令和５年第２回折尾警察署協議会を閉会する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


